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松
尾
あ
つ
ゆ
き 

 

松
尾
あ
つ
ゆ
き
は
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
、
北
松
浦
郡

佐
々
町
の
生
ま
れ
。
荻
原
井
泉
水
に
師
事
し
、
俳
誌
「
層
雲
」
の

同
人
と
な
り
自
由
律
俳
句
を
学
ぶ
。
長
崎
市
立
長
崎
商
業
学
校
の

教
諭
か
ら
大
浦
食
糧
営
団
に
移
り
そ
の
勤
務
中
に
被
爆
し
、
妻
子

四
人
を
失
っ
た
。 

そ
の
体
験
を
叙
し
た
原
爆
句
が
昭
和
三
十
年
、『
句
集 

長
崎
』

に
掲
載
さ
れ
、
全
国
的
な
反
響
を
呼
ぶ
。
昭
和
四
十
七
年
に
は
、

句
集
『
原
爆
句
抄
』
が
出
版
さ
れ
た
。 

降
伏
の 

み
こ
と
の
り 

 

妻
を
や
く
火 

い
ま
ぞ
熾 さ

か

り
つ 

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
の
終
戦
の
日
に
、
妻
の
遺
体
を
火
葬

し
た
時
の
こ
と
を
詠
ん
だ
句
で
あ
る
。
『
原
爆
句
抄
』
に
収
め
ら

れ
た
こ
の
句
を
刻
ん
だ
主
碑
と
他
の
七
句
を
刻
ん
だ
副
碑
が
、
平

成
元
年
十
月
、
「
層
雲
」
の
同
人
を
中
心
と
す
る
「
原
爆
句
碑
を

建
て
る
会
」
に
よ
っ
て
長
崎
原
爆
資
料
館
前
の
爆
心
地
公
園
に
建

立
さ
れ
た
。 


